
セラミックコーティングの特徴 



セラミックコーティングとは 

 セラミックコーティングは近年開発された新しい技術です。 
近年、都市部においては酸性雨や排気ガス等、厳しい汚染環境下に曝されています。 
また、沿岸部に於いては塩害の影響や、紫外線の拡大も問題視されています。 

その為、製品の耐久性の維持、向上することが求められており、さらに労力や時間を節約可能な新しい工法が求
められています。 
そこで、現代社会の抱えるあらゆるニーズに対応しうる最新技術、セラミックコーティング工法を開発しました。 
 
 セラミックコーティング剤は市販されている他のコート剤と異なり、酸性雨や塩害から躯体物の汚染を防ぎます。 
さらに紫外線から塗装面を保護し、チョーキングや色あせを起こしません。その効果は長期に渡り期待されます。 
 

 セラミックコートは機能性、成分などを完全に理解した上で、セラミックコーティング工法の施工から管理まで、技
術取得した者だけが技術に携われます。 
徹底した施工・品質管理がお客様に満足される効果を実現しています。 
 

 セラミックコーティングの主な特徴としては①密着性（粒子が非常に細かく、結合が密接なため、あらゆる基材に
高度な密着力を発揮します。）②耐候性（太陽光による紫外線による劣化防止、チョーキング現象の防止）③防汚
性（親水性を有しているため簡単な水洗いのみで綺麗な状態を保てます。）④耐熱性（陶器と同様可燃物を持って
いないため熱に強いです。）⑤耐薬品性（5%塩酸、5%硫酸、5%水酸化ナトリウムに変化を起こさず、優れた耐薬品
性を発揮）があります。 
 つまり、以下のような優れた効果の期待できるコーティングです。 

・付着性に優れ、長期間の美観の維持ができる 
・洗剤を使わず、水洗いのみで汚れを落とすことができる 
・紫外線、酸性雨の影響を受けにくい 
・公害などの原因になる環境汚染物質を含まない 



色落ち防止効果について（曝露試験検証結果） 

曝露試験内容：同車種を同時期に新車で購入し、一台にはセラミックコーティングを施し、もう一台にはコーティング 
          を行わず、３年間社用車として活用した。（いずれも保管は屋外駐車場） 
コーティング車両 未コーティング車両 コーティング車両 未コーティング車両 

コーティング済み車両には車両本来の
シルバー色の深みが残っており、未
コーティング車は紫外線等で色落ちし
て明るい色になっています。 

 セラミックコーティングは紫外線から素材本来の色を守るため、色落ちせず長期間車両そのものの美観を保護す
る ことが出来ます。 

（参考）また、紫外線による剥がれもありません。 
     ＵＶを照射した結果を次の通りです。 

それぞれのボディ表面 



防錆効果について 

 当社のセラミックコーティングの防錆効果として 

北海道立工業試験場にて塩害に弱いとされる銅板
にセラミックコーティングを施し、塩害耐久性及び防
錆効果の確認を狙いとして168時間の塩水噴霧試
験を行った結果です。 

塩害の影響が強く想定される地域においても優れ
た防錆効果が期待できるとの評価を得ました。 
 
墓石においても同様に防錆効果が期待できます。 

× 



防汚性について 

 セラミック塗膜は親水性を形成するため、汚染物質を簡単に除去できます。汚れの原因は空気中の土埃、排気ガ
ス、工場等の焼却煙、煤、その他油脂成分が付着して起こります。通常落ち難い汚れは疎水性を持った親油性汚染
物質です。セラミックコートは親水性被膜が形成されるので、汚染物質を水洗浄で簡単に除去出来ます。 

◆親水性による自浄効果のイメージ 



防汚性について 



防汚性について 



その他の特徴、性能比較表 

◆密着性碁盤目試験：あらゆる基材に対して優れた密着性を発揮  

◆耐薬品性試験 

 その他にも素材との密着性、耐薬品性にも優れ 
他のコート剤と比較してもセラミックコーティングの優位性
が高いことが言えます。 


